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第６学年２組 道徳学習指導案 
                                                          児童数   ３４名  
                                                          指導者 德永  早苗  
１．主題名『命をかがやかせて』【内容項目 ３－（１）生命尊重】 
２．資料名「 命を見つめて 」（学研） 
３．主題設定の理由 
    ○ねらいとする価値について              ○児童の実態について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 生命に対して畏敬の念をもつことは，より
よく生きるために不可欠なものである。  
誰でもいつかは生命の終わりが訪れる。そ

して，その終わりがいつなのかは，誰にもわ
からない。だからこそ，私たちは，限りある
たった一つの生命を大事にして生きていか
なければならない。そして，生命の尊さを感
じながら精一杯生きていくことによって，そ
の生命は輝いていると言える。  
そのことについて学ぶことは，自他の生命

を尊重し，力強く生き抜こうという心を育
て，生命に対する畏敬の念を育てることにつ
ながると考える。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 本学級の児童は，明るく素直な子どもが多
い。命について考えるアンケートの結果で
は，命は大切なものと考えている子どもは３
２人で，クラス全体が命は大切であると考え
ている。しかし，命を軽視するような行動を
したことがある子どもが３１人，命を軽視す
るような言葉を使ったことがある子どもが
２７人もいる。このことから，命は大切だと
思っていても，生きていることは当然と考え
ており，生きることの尊さを本当に理解して
いるとは言えないと考える。  
 そこで，本主題では，生きていることの偉
大さや尊さを身近に感じ，精一杯生きること
の大切さを改めて考えさせたい。  

   

  ○資料について  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 本資料「命をみつめて」は，右大腿骨骨肉腫という病気になった猿渡瞳さんの病気との
闘いの記録と中学２年生の弁論大会で発表した「命をみつめて」という作文にかける瞳さ
んの強い思いが描かれている実話の資料である。  
 瞳さんは，１１歳のときに骨肉腫が発見され，肺への転移も見つかる。そして，母親か
らガンの告知を受ける。瞳さんは，病気に負けまいと懸命に治療を受けた。辛い治療が続
いたときも，明るさを絶やさず前向きに生きる。  
 瞳さんは，闘病生活の中で，瞳さんは普通に生きることの幸せと命の尊さを痛感した。
中学２年生になった瞳さんは，弁論大会に出場することになる。自分の思いを伝えるため
に，弁論大会当日の朝まで原稿を何度となく書き直した。弁論大会では力強く発表し，瞳
さんのメッセージは場内の人々の心をつき動かした。しかし，瞳さんは，それから２か月
後この世を去った。自らの体験を通して，健康な体で学校に通えることや家族や友だちと
毎日を過ごせるという幸せ，たとえどんな困難な状況でも，前向きに生きていくことのす
ばらしさを伝えているからこそ，命の尊さや今を精一杯生きようとする心情を養うのに適
切な資料であると考える。  

 ○指導について  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 この資料は，２時間で取り扱う。１時目では，資料「命を見つめて」を通して瞳さんに
ついて知る。導入段階で，子供たちのアンケート結果から，自分たちの考える幸せについ
て知らせ，瞳さんの考える幸せと比較させ，瞳さんの生き方について話し合う。  
２時目の本時では，まず前時の授業を振り返り，瞳さんがどんな子どもだったか思い出

させる。また，自分たちと同じ６年生だったことを確認させ，自分と重ねて考えやすいよ
うにする。  
展開では，瞳さんがなぜ最後まであきらめずに病気と闘い続けたのか考えさせ，瞳さん

の「生きる」ことへの強い気持ちやそれを支える心に気付かせたい。次に，瞳さんの弁論
を聞き，瞳さんが弁論大会で伝えたかったことについて考えさせることで，命の大切さや
今を精一杯生きることが大切であることに気づかせたい。  
展開後段では，道徳的価値に対する自分の振り返りをさせるために，主人公から学んだ

ことや今までの自分やこれからの自分について考えさせたい。  
終末では，瞳さんの残した言葉と瞳さんのことを学習した友達の考えを映像で見せなが

ら価値を温めさせたい。   
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４．本時のねらい   
猿渡瞳さんの生き方について考えることを通して，命を大切にし「今」を精一杯生きよ

うとする心情を育てる。  
５．展開 
 学 習 活 動   主な発問（○）と予想される反応（・）  指  導  上  の  留  意  点  
 
 
導  
 
入  
 
 
 
 
 
 
 
展  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
開  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終  
 
 
 
末  

１．前時に学習したこ
とを振り返る。  

 
 
 
 
 
２．瞳さんの生き方に
ついて考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．瞳さんの弁論を聞
いて考える。 

(1) 瞳 さ ん が み ん な
に 伝 え た か っ た こ
とは何かを考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)今日の学習で学ん
だことを考える。 

 
３．未来日記を見る。 

○瞳さんは，どんな人でした
か。 
・明るく元気な子。 
・ 病 気 に 負 け な い で 頑 張 る
子。 

・ガンになったけど，最後ま
で頑張って生きた人。 

 
○ 瞳 さ ん が 最 後 ま で あ き ら
め ず に 頑 張 れ た の は ど う し
てでしょう。 
・「生きたい」という強い気
持ちがあったから。 

・ か な え た い 夢 が あ っ た か
ら。 

・家族のため。 
・入院中に亡くなっていった
人 の 分 ま で 生 き た い と お
もったから。 

 
 
○ 瞳 さ ん が 弁 論 大 会 で み ん
な に 伝 え た か っ た こ と は
なんでしょう。 

・本当の幸せは，今生きてい
るということ。 

・ 健 康 な 体 で 学 校 に 通 っ た
り，あたり前のように生活
できたりすることは，幸せ
なこと。 

・命が尊いということ。 
・一日一日がとても大切だと
いうこと。 

・今生きていることに感謝し
て 今 を 精 一 杯 生 き る と い
うこと。 

 
○ 自 分 の こ と も 振 り 返 り な
がら，ワークシートに書き
ましょう。 

○ 瞳 さ ん の 残 し た 言 葉 と 瞳
さ ん の こ と を 学 習 し た 友
達の考えをみましょう。 

 

○資料「命を見つめて」は，前
時で通読させ，瞳さんの生き
方について考えさせておく。 

○ 瞳 さ ん が 自 分 た ち と 同 じ ６
年生であることを確認させ，
身 近 に 考 え ら れ る よ う に す
る。 

 
○ 瞳 さ ん の 生 き 方 に つ い て 考
えることで，「生きる」こと
へ の 強 い 気 持 ち や そ れ を 支
える心について考えさせる。 

・まわりの人（家族や仲間）の
た め に 生 き た い と い う 気 持
ち や 生 き た い と い う 強 い 気
持ち，命の大切さに気づいた
ことに気付かせる。 

 
 
○ 実 際 の 瞳 さ ん の 弁 論 大 会 の
声を聞くことで，瞳さんの弁
論 を 真 剣 に 受 け 止 め ら れ る
ようにする。 

○ 自 分 の 考 え を ワ ー ク シ ー ト
に書かせる。 

○友達と交流させ，自分の考え
を深めたり広げたりさせる。 

・グループで交流をさせる。 
・交流では，友達の「いいね」
「超いいね」を見つけさせる
ようにする。 

○瞳さんの弁論を聞いて，生き
て い る こ と の 尊 さ や 精 一 杯
生 き て い く こ と の 大 切 さ に
気付かせたい。 

 
 
○  瞳 さんから学んだ生き方と 
自 己の生き方について考え
を深めさせたい。 

○  命の大切さを感じ，今を精一
杯生きるという気持ちを高
めさせたい。 

６．評価  
命の大切さについて考え，今を精一杯生きようという気持ちを高めることができたか。 

 


